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【第３学年及び第４学年の目標】
（1） 進んで音楽にかかわり，音楽活動への意欲を高め，音楽経験を生かして生活を明るく潤いのあるも
のにする態度と習慣を育てる。

（2） 基礎的な表現の能力を伸ばし，音楽表現の楽しさを感じ取るようにする。

（3） 様々な音楽に親しむようにし，基礎的な鑑賞の能力を伸ばし，音楽を味わって聴くようにする。
【第３学年及び第４学年の内容】

A　表現

（1）　歌唱の活動を通して，次の事項を指導する。 

ア　範唱を聴いたり，ハ長調の楽譜を見たりして歌うこと。
イ　歌詞の内容，曲想にふさわしい表現を工夫し，思いや意図をもって歌うこと。
ウ　呼吸及び発音の仕方に気を付けて，自然で無理のない歌い方で歌うこと。
エ　互いの歌声や副次的な旋律，伴奏を聴いて，声を合わせて歌うこと。
（2）　器楽の活動を通して，次の事項を指導する。 

ア　範奏を聴いたり，ハ長調の楽譜を見たりして演奏すること。
イ　曲想にふさわしい表現を工夫し，思いや意図をもって演奏すること。
ウ　音色に気を付けて旋律楽器及び打楽器を演奏すること。
エ　互いの楽器の音や副次的な旋律，伴奏を聴いて，音を合わせて演奏すること。
（3）　音楽づくりの活動を通して，次の事項を指導する。 

ア　いろいろな音の響きやその組合せを楽しみ，様々な発想をもって即興的に表現すること。
イ　音を音楽に構成する過程を大切にしながら，音楽の仕組みを生かし，思いや意図をもって音楽をつ
くること。
（4）　表現教材は次に示すものを取り扱う。 

ア　主となる歌唱教材については，各学年ともウの共通教材を含めて，斉唱及び簡単な合唱で歌う楽曲 
イ　主となる器楽教材については，既習の歌唱教材を含めて，簡単な重奏や合奏にした楽曲
ウ　共通教材 

〔第３学年〕

「うさぎ」 （日本古謡） 

「茶つみ」 （文部省唱歌） 

「春の小川」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一作曲 

「ふじ山」 （文部省唱歌）巌谷小波作詞
〔第４学年〕

「さくらさくら」 （日本古謡） 

「とんび」 葛原しげる作詞　梁田貞作曲 

「まきばの朝」 （文部省唱歌）船橋栄吉作曲 

「もみじ」 （文部省唱歌）高野辰之作詞　岡野貞一作曲
B　鑑賞

（1）　鑑賞の活動を通して，次の事項を指導する。 

ア　曲想とその変化を感じ取って聴くこと。 

イ　音楽を形づくっている要素のかかわり合いを感じ取り，楽曲の構造に気を付けて聴くこと。 

ウ　楽曲を聴いて想像したことや感じ取ったことを言葉で表すなどして，楽曲の特徴や演奏のよさに
気付くこと。
（2）　鑑賞教材は次に示すものを取り扱う。 

ア　和楽器の音楽を含めた我が国の音楽，郷土の音楽，諸外国に伝わる民謡など生活とのかかわりを
感じ取りやすい音楽，劇の音楽，人々に長く親しまれている音楽など，いろいろな種類の楽曲 

イ　音楽を形づくっている要素の働きを感じ取りやすく，聴く楽しさを得やすい楽曲 

ウ　楽器や人の声による演奏表現の違いを感じ取りやすい，独奏，重奏，独唱，重唱を含めたいろい
ろな演奏形態による楽曲
〔共通事項〕

（1）　「A表現」及び「B鑑賞」の指導を通して，次の事項を指導する。 

ア　音楽を形づくっている要素のうち次の（ア）及び（イ）を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さ，美しさを感じ取ること。 

（ア）　音色，リズム，速度，旋律，強弱，音の重なり，音階や調，拍の流れやフレーズなどの音楽を
特徴付けている要素
（イ）　反復，問いと答え，変化などの音楽の仕組み
イ　音符，休符，記号や音楽にかかわる用語について，音楽活動を通して理解すること。
【第３学年及び第４学年の評価規準】

[音楽への関心・意欲・態度]
進んで音楽にかかわり， 音や音楽に対する関心をもち，音楽表現や鑑賞の学習に自ら取り組もうとする。
[音楽表現の創意工夫]
音楽を形づくっている要素を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，音楽表現を工夫し，どのように表すかについて思いや意図をもっている。

[音楽表現の技能]
音楽表現をするための基礎的な技能を伸ばし，歌ったり，楽器を演奏したり，音楽をつくったりしている。
[鑑賞の能力]
音楽を形づくっている要素を聴き取り，それらの働きが生み出すよさや面白さなどを感じ取りながら，楽曲の特徴や演奏のよさに気付き，味わって聴いている。
学年：３年　題材名：リコーダーをふこう
	学習のねらい
◆主な教材
	学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	音色の特徴を感じ取りながら、リコーダーの響きを味わって聴くことができるようにする。
◆小鳥のために
	○「小鳥のために」を聴いて、リコーダーの音色に興味をもち、学習意欲を高める。
	①リコーダーの音色の特徴や美しい響きに関心をもって、進んで聴こうとしている。
	
	
	1 リコーダーの音色や軽やかな音の動きを感じ取り、演奏のよさを味わいながら聴いている。

	　リコーダーに親しみながら、基本的な演奏の仕方を身につけることができるようにする。　
◆夕やけこやけ
◆小さな花

	○音がはっきりするよう、適当な強さのタンギングに慣れる。

○美しい響きが出るよう、息の強さを工夫する。　
○指の動きとタンギングのタイミングを合わせる。
	①リコーダーの基本的な演奏の仕方を身につけたり、音色に気をつけて演奏したりする学習に進んで取り組もうとしている。
	1 自分の出すリコーダーの音色や響きを感じ取り、きれいな音色を求めて音の出し方を工夫している。
2 自分の音に耳を傾け息の強さを工夫している。
	1 シ・ラ・ソの運指を覚え、タンギングや息の強さに気をつけて、美しい音色でリコーダーを演奏している。
2 長い息の使い方に気づき、運指とタンギングのタイミングを合わせて演奏できるように工夫している。
	


学年：３年　題材名：拍の流れにのろう
	学習のねらい
◆主な教材
	学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	　拍の流れにのって、拍子を感じ取りながら演奏したり聴いたりすることができるようにする。
◆とどけようこのゆめを
◆新しい世界
	○４拍子の流れにのって演奏したり聴いたりする。
・曲想を感じ取って歌い方を工夫する。

・４拍子の拍の流れにのり、歌と旋律を重ねて演奏する。
・曲想を味わって聴く。
	1 ４拍子の拍の流れを感じ取りながら、楽しく歌ったり音楽を聴こうとしている。

	1 前半と後半の曲想の違いを感じ取り、歌い方を工夫している。

	1 互いの旋律を聴き合いながら、歌とリコーダーを重ね合わせて演奏している。
	1 声の美しさ、男声と女声の掛け合いのおもしろさや曲の盛り上がる気分を楽しんで聴いている。

	　拍の流れにのってきれいな音でリコーダーを演奏することができるようにする。

◆坂道

◆雨上がり

◆白い雲

◆そよ風
　簡単な旋律をつくることができるようにする。
	○いろいろな拍子（２拍子・４拍子・３拍子）の特徴を感じ取り、拍の流れにのってリコーダーを演奏する。

・２拍子の流れにのり、音色に気をつけながら演奏する。

・４拍子の流れにのり、音色に気をつけながら演奏する。

・３拍子の流れにのり、音色に気をつけながら演奏する。

○ラ・ド・レの３つの音でお囃子の旋律をつくってリコーダーで演奏する。


	1 拍の流れにのりながら、いろいろな拍子の音楽を演奏する学習に進んで取り組もうとしている。

2 ３つの音でつくる旋律づくりに関心をもち、意欲的に取り組もうとしている。
	1 拍の流れを感じ取って楽器の演奏の仕方を工夫している。

2 ３つの音の組み合わせ方を工夫して旋律をつくっている。
	1 いろいろな拍子の拍の流れにのって、きれいな音色でリコーダーを演奏している。

2 自分がつくった旋律を、拍の流れにのってリコーダーで演奏している。
	


学年：３年　題材名：音の重なりを感じ取ろう
	学習のねらい
◆主な教材
	学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	　旋律や音が重なり合う響きを感じ取りながら、思いや意図を持って表現したり、想像豊かに聴いたりすることができるようにする。
◆歌おう声高く
◆かね

	○旋律が重なり合うおもしろさを感じとる。
・範唱を聴いて曲の感じをつかみ、主旋律を歌う。

・音程に気をつけて対旋律（オスティナート）を歌う。

・互いの歌声を聴き合いながら、２つの旋律を重ね合わせて歌う。

・曲想の変化を感じ取り、曲の構成に気づく。

・旋律が重なり合うおもしろさを感じ取って聴く。
	1 互いの声を聴き合いながら歌おうとしている、
2 旋律の重なりや繰り返し、変化に気をつけて聴く学習に進んで取り組もうとしている。
	1 ２つの旋律の特徴をとらえて、３拍子の拍の流れにのった軽やかな歌い方を工夫している。


	1 相手の旋律を聴き、自分の歌声を合わせながら歌っている。
	1 かねの旋律を手がかりに、曲想の変化を感じ取り、構成をとらえて聴いている。
2 旋律の重なりや強弱の変化を聴き取り、いろいろな音が重なり合う響きや曲想、その変化などに気をつけて聴いている。

	互いの旋律を聴き合い楽器の響きに気をつけながら、気持ちを合わせて演奏することができるようにする。
◆あの雲のように
	○重なり合う音の響きを感じ取りながら演奏する。
・３拍子の拍の流れにのって、主旋律を演奏する。

・副次的な旋律を演奏する。

・重なり合う響きを感じながら演奏する。
	1 互いに聴き合い美しい響きをつくろうとしながら演奏しようとしている、

	1 ３拍子の拍の流れにのって、のびのびとした演奏の仕方を工夫している。
	2 拍の流れにのって、美しい音でそれぞれの旋律を演奏している。
3 互いの楽器の音を聴き合いながら、重なり合う響きを感じ取って表現している。
	


学年：３年　題材名：日本の音楽に親しもう
	学習のねらい
◆主な教材
	学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	日本の音楽の雰囲気や特徴を感じ取りながら、我が国や郷土の伝統音楽に親しむようにする。
◆祇園囃子
◆神田囃子


	○音楽の特徴を感じ取りながら、お囃子を聴き比べる。
・２つのお囃子の特徴をつかむ。

・それぞれのお囃子のよさやおもしろさを味わって聴く。

・自分たちの地域に伝わるお囃子や音楽に関心をもって、調べたり聴いたりする。
	1 我が国の音楽に親しみ、その音楽のよさやおもしろさを味わって聴く学習に進んで取り組もうとしている。
	
	
	1 お囃子のリズムや速度、旋律の特徴、使われている楽器及び音色などに気をつけて聴こうとしている。
2 感じ取った曲想の違いを発表するなどしながら、我が国の音楽のよさを味わって聴こうとしている。


学年：４年　題材名：いろいろな音色を感じ取ろう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	音の特徴や音色の違いを生かして、音色や音量のバランスに気を付けながら音の組み合わせを工夫して演奏することができるようにする。
◆音のカーニバル

◆リズムアンサンブル
	○音の組み合わせや音色を工夫して、歌ったりリズム伴奏を楽しんだりする。

・リズムを生かして歌詞唱したり、いろいろな打楽器の音色を確かめたりする。

・楽器の組み合わせを考え、音色の面白さを感じ取って伴奏を工夫する。

・歌に合わせてリズム楽器の演奏を楽しむ。

○音質の違いを感じ取り、リズムアンサンブルを楽しむ。

・皮・金属・木でできている楽器を試し楽譜を参考に、リズムを組み合わせる。

・自由にリズムを組合わせて音楽を楽しむ。
	①音の特徴や音色の違いに関心をもって、進んで聴いたり表現したりしようとしている。

	①楽器の材質や音色の違いを生かして、組み合わせを工夫している。
②いろいろな打楽器の音を聴き
比べ、音色や響きの違いを感じ取ろうとしている。
③音色の違いを生かして、イメージに合った音の組み合わせを工夫している。
	①拍の流れに合わせて、歌ったりリズム打ちをしたりしている。
②楽器の音色の特徴を生かして、リズム伴奏を工夫している。

③イメージに合った音の組み合わせを工夫したり、リズムを工夫したりして演奏している。

	

	いろいろな音の特徴や音色の違いを感じ取りながら、想像豊かに聴くことができるようにする。

◆バディネリ、クラリネットポルカ
	○いろいろな楽器の音色に親しんだり、曲の特徴を感じ取ったりして、木管楽器の音楽に親しむ。

・バディネリやクラリネットポルカを聴いて、楽器の音色の違いや特徴を感じ取る。

・旋律の流れや変化、曲の構成を感じ取って聴いている。
	①木管楽器の特徴や音色、奏法などに関心をもって進んで聴いている。
	
	
	①楽器の音色の違いや旋律の変化などの特徴を感じ取って聴いている。


学年：４年　題材名：音の重なりを感じ取ろう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	互いの歌声や楽器の
音を聴き合いながら、気持ちを合わせて演奏することができるようにする。

◆茶色の小びん


	○拍の流れにのって、主旋律を歌ったり楽器で演奏したりする。
・音程やリズムに気を付けて主旋律を歌う。

・主旋律を鍵盤楽器などで演奏する。
○拍の流れにのって、副次的な旋律、和音、低音のパートを演奏する。

・リコーダー、鉄琴・木琴などで演奏する。
○全体のバランスに気をつけて合奏する。
	①旋律の重なりや反復変化を味わって聴いたりする学習に進んで取り組もうとしている。
	①楽器の音の響き合いや音量のバランスを感じ取って、合奏を工夫している。

	①リズムや運指に気をつけ、拍の
流れにのって主旋律を演奏し
ている。

②音色や演奏の仕方に気をつけ、
拍の流れにのって副次的な旋律、和音、低音のパートを演奏している。
	

	旋律や音が重なり合う響きを感じ取りながら、思いや意図をもって表現したり聴いたりすることができるようにする。
◆パレードホッホー

◆ファランドール
	○アとイの旋律の特徴を生かして歌う。

・弾む感じとなめらかな感じを表現する。
・アとイの旋律を重ねて歌う。

○「王の行進」と「馬のダンス」の旋律の特徴や旋律の重なり合いを感じ取って聴く。
・それぞれの旋律を身体表現で感じ取る。

・楽曲のよさを味わって聴く。
	①２つの旋律の特徴に気をつけて聴く学習に進んで取り組もうとしている。

	①アとイの旋律の特徴の違いを感じ取って、歌い方を工夫している。

	①旋律の特徴やバランスに気をつけて、互いの声を合わせて歌っている。

	①２つの旋律の特徴や重なり合い、掛け合いのおもしろさを感じ取って聴いている。



学年：４年　題材名：日本の音楽に親しもう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	伝統的な日本の音楽
やアジアの音楽に親しみ、特徴を感じ取ったりよさに親しんだりする。
◆ソーラン節、南部牛追い歌

◆トラジ打令、小さな淡黄色の馬
	○日本の民謡を聴き比べ、特徴を感じ取る。

・「ソーラン節」と「南部牛追い歌」を聴き比べ、旋律やリズムの特徴を感じ取る。

・楽曲を聴いて感じ取ったことを発表し、それぞれの特徴を共有する。
○アジアの民謡に親しむ。

・リズムや声の感じに気をつけて、「トラジ打令」と「小さな淡黄色の馬」を聴き、日本の民謡との違いを感じ取る。
	①日本の民謡とその特徴に関心をもち、楽曲の特徴に気付いて聴く学習に進んで取り組もうとしている。

	
	
	①日本の民謡の歌声やリズム，旋律などの特徴を感じ取り、楽曲や演奏のよさに気付いて聴いている。

②アジアの民謡の歌声や楽器の音色、リズム、旋律などの特徴を感じ取って聴いている。


	日本の旋律の特徴を
感じ取りながら、聴いたり表現したりすることができるようにする
◆こきりこ
	○音程やリズムに気をつけて主旋律を歌う。

・範唱ＣＤを聴いて曲の感じをつかむ。
・旋律の特徴を感じ取って歌う。

○リズム伴奏をつくる。

・ア～ウのリズムを参考にして、組み合わせを工夫する。

・楽器を選んでリズムを打つ。
○歌と楽器を合わせて演奏を楽しむ。


	①郷土の音楽とその特徴に関心をもち、楽曲の特徴に気付いて演奏する学習に進んで取り組もうとしている。

	①日本の旋律の特徴を感じ取り、曲想にふさわしい歌い方を工夫している。
②楽器の音色やリズムの組み合わせを工夫して、リズム伴奏をつくっている。


	①呼吸や発音の仕方に気をつけて、曲想にふさわしい自然で無理のない声で歌ったり、リズム伴奏を合わせたりして演奏している。

	


学年：４年　題材名：拍の流れにのろう
	学習のねらい
◆主な教材
	○学習内容・学習活動
	観点別評価規準

	
	
	音楽への関心・意欲・態度
	音楽表現の創意工夫
	音楽表現の技能
	鑑賞の能力

	拍の流れにのって、拍
子を感じ取りながら表現することができるようにする。

◆風のメロディ

	○身体表現を工夫し、８分の６拍子の特徴を感じ取って歌う。
・拍の流れにのって指揮をしたり、体の動きを工夫したりしながら歌う。
○旋律の反復と変化を感じ取って歌う。

・１段目と３段目の旋律、２段目と４段目の旋律の違いを感じ取って歌う。
○曲想を感じ取り、工夫して表現する。
	①８分の６拍子の音楽に関心を

もち、進んで身体表現したり歌ったりしている。
	①８分の６拍子を感じ取って、指揮の動作や体の動き、歌い方を工夫している。
②旋律の反復と変化を感じ取って、歌い方を工夫している。

③やさしい歌詞の内容を感じ取り、流れるような曲想に合う歌い方を工夫している。

	①８分の６拍子の拍の流れにのり、リズムや音程に気をつけたり曲の変化を生かして歌ったりしている。

	

	拍の流れにのって、拍子を感じ取りながら聴くことができるようにする。

◆朝の気分


	○８分の６拍子の流れにのって聴く。
・身体表現をしながら、音楽を聴き、流れるような雰囲気を感じ取る。
○場面の様子を想像しながら聴き、感じたことを話し合う。
・なめらかな旋律の感じから、朝の場面の様子を想像する。
	①楽曲の雰囲気を味わい、場面を想像しながら聴く学習に進んで取り組もうとしている。

	
	
	①指揮の動作をしたり体を動かしたりしながら、８分の６拍子を感じ取って聴いている。



音楽


３・４年
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